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4月の予定

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

　　（休み） 代休 巡回相談 たんぽぽ交流室 　　（休み）

9 10 11 12 13 14 15

　　（休み） たんぽぽ交流室 　　（休み）

16 17 18 19 20 21 22

　　（休み） たんぽぽ交流室 育児講座 　　（休み）

23（休み） 24 25 26 27 28 29

（休み）30
誕生会 たんぽぽ交流室

昭和の日　
　（休み）

※交流室だより配布場所（市役所玄関・子育て支援係・豊田小児科・図書館入口・ぬくもり広場・各コミュニティセンター）

※２4日(月)のお誕生会では、４月生まれのお子様の手形を取ってお祝いをします。

　アンパンマンのペンダントのプレゼントや保育士の出し物もあります。

こども交流室だより

　　　　開館日  月～金及び第1土曜日
　　　　閉館日  土・日・祝日・年末年始
　　　　　　　　　　第1土曜日後最初の平日
　　　　開館時間
 　　　　　　　　　　午前  9:00 ～11:30
　　　　　　　　　　 午後  13:00～15:30

　　　　場　所 うきは市総合福祉センター２F
　　　　子育て支援センターこども交流室
　　　　　（TEL・FAX ）　０９４３－７５－５５３０　　　　　

   穏やかな春の日差しの中、花壇には色とりどり

のお花が咲いています。心弾むこの時期は、環境

や生活が変わる時でもあります。早寝早起き、健

康的な食事に心がけ、家族の笑顔を大切に過ごし

ましょう。

  こども交流室の職員は、今年度も髙田と内藤で

す。お子さんの成長を見守り、お母さんお父さん

の気持ちに寄り添いながら楽しく遊んだりおしゃ

べりできる空間作りに努めていきたいと思います。

5日（水）は、ゆうかり学園の

先生がこども交流室に来られま

す。（１０時～１２時）

子育ての悩みやお子さんの発育

で気がかりな事がありましたら、

気軽にご相談ください。

      開館時間等の変更のお知らせ
    

   ○ 開館時間

        月曜日～金曜日・第1土曜日                          

                         午前    ９時～11時30分

                         午後 １３時～15時30分

   ○ 予約の必要はありません。  

   ○ 検温・手指の消毒は、今まで通り ご協力

       お願いします。

  ※マスクの着用は、個人の判断でお願いします。



日時 ４月２1日（金)１０時30分～１１時30分まで

場所 うきは市総合福祉センター２階和室

内容 親子で簡単な鯉のぼり作り

出来上がった鯉のぼりは、お家に飾ってください。

毎週木曜日こども交流室の保育士といっしょに親子で楽しく遊びましょう。

　開催場所　　　　     うきは市立図書館３階　ぬくもり広場
　４月の開催予定日　　６日・１３日・２０日・27日
  時間　　            １０：３０　～　１１：３０
　内容　　　　　　年齢や人数に応じた、体操・歌・リズム遊び・読み聞かせ　
　　　　　　　　　エプロンシアター・パネルシアターなど

★参加の際には緊急時や忘れ物対応のため登録書（年１回）参加申込書の記入をお願いします。

       リサイクル育児用品の貸出

うきは市在住の方に無料で育児用品の貸出しを

行っています。

ベビーベッド・チャイルドシート・ベビーバス・

ジュニアシート・ベビーカー・ベビー用椅子 ・バ

ウンサー その他

○借用期間   ６か月(延長可)

                    最長 ２年まで

○申請書に 住所、氏名、連絡先の記入を    

  お願いします。申請書はこども交流室に          

  用意しています。     

                

３月15日（水）に劇団ぱれっとによる人形劇

「三枚のおふだ」を観ました。少し長いお話で

したが、親子で楽しく観ることができました。

育 児 講 座

３月の育児講座「人形劇」

        「泣く」→「受け止めてもらえる」

                         だから、子どもたちは自立に向かえる。

  悲しさや悔しさ、うれしさなど感情が心のなかからあふれたときに、人は涙

を流します。子どもは、安心・信頼できる人に対して、大声で泣いてわかっ

てもらい、なだめてもらうことにより、成長するうえで欠かせない、安心・

安全の感覚を得ることができます。また、泣いて感情を放出し、それを受け

止め和らげてもらう経験から、少しずつ感情の高ぶりを収める方法を学びま

す。相手や周りの様子を見ながら、泣くのを我慢するといったコントロール

力が芽生えてくるのは、だいたい４歳から。子どもの「泣き」を受けとめ、

寄り添い、自立していくのを見守りましょう。    

                                                                       pot4月号より抜粋


